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今年は例年にない順位の変動する、白熱するレースのままアンカーにつなぎ、完全優勝という素晴らしい
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古漂久四郎前会長

８月２４日北信選手権大会にお

いて北信陸協より感謝状が授与さ

れましだ。

先生は平成３年から１５年３月
まで１２年間の長きにわたり、長

野市陸協の会長を務められ、その

間北信選手権大会の大会運営等に

ご尽力をいただきました。

長い間ご苦労様でした。

題字の"動き"は長野市陸協三代目会長山浦保氏の書で､山浦会長の頃､市陸協会報紙として何号か発行されていました‘
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「

長野市チーム県縦断駅伝う回目の優勝一

電､望一二露‘,ｕ沙おめでとうございます、にソ

念

長野市陸協では、初めての試みとしまして、会員の

皆様の融和と１年間の慰労を兼ねて１泊２日の旅行を

２月21日（土）２２日（日）に計画しております。

目的地につきましては考慮中ですので、良いアイデ

アがございましたら理事長及び総務部長までご連絡く

ださい。近日中にはご案内いだしますので、ふるって

ご参加の程よろしくお願いします。

庫Ｔ－－Ｆ２
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近頃の天気予報に依りますと、平年より暖かい日が

続いているようです。それにしても、暦は１２月の師

走を迎え、肌寒さを感じる季節となりました。

スポーツ（陸上）を愛する審判員の方々、体調はい

かがでしょうか？今年の冬もインフルエンザが流行し

そうな気配です。体調に留意されて、経験豊かな先生

方から経験の浅い審判員に、選手やスタンドの皆様に

喜ばれる審判の印象付けができますようにご指導をお

願いします。また、長野陸協５０周年誌が残り僅かに

なりましたので、ご協力をお願いします。（早川）
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成果を収めてくれましだ。

『今年こそは優勝』を合言葉に－年間頑張ってきた

成果が実り、通算７回目の優勝を果たしてくれました。

長野市駅伝部、おめでとうございます。

Ｖ７回目のゴールを切る中村守選手

が繰り広げられました。

わが長野チームは両日ともにトップに出ることがで

きず、苦戦の連続でしたが、初日は最終区間で逆転し、

第１日目は優勝。最終日は１５区でトップに立ち、そ

しなのメイト
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遷蕊毒戴ｉ
藤本勝農先生

去る１０月２７日『ニュー富士

国体』において日本陸連より最高

の章である秩父宮章を受章されま

した。

先生は高校の教師として選手の

育成に、また、陸協では数々の委

員長を歴任され、高体連、陸協の

だめに御尽力されました。

おめでとうございます。

F鶴譲
碓井具先生

指導者に贈られる平沼章を『ニ

ュー富士国体』において日本陸連

より受章されました。

先生は長野日大高校で数々の優

秀選手を育成されました。また、

今年は、駅伝でも女子が

優勝しました。おめでとうござい
ます。これからのご活躍をご期待

申し上げます。
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第王回県縦断駅伝初優勝
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日、鷲津正一長野市長に優勝報告の表敬訪問を行った。

市長もたいへん喜んで、「今年は、高校野球では長

野工業、都市対抗野球ではＮＴＴ信越クラブが全国大会

へ、そして駅伝で優勝と、今年は長野市民が活躍して

くれてたいへん嬉しい」と、選手たちと１時間もの長
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選手だちが、安心して練習できるようにと体育
課および体育協会へ足を運び、様々な要望をして

まいりましたが、昨年はサブトラツクに照明燈を
立てていただき、陽が短くなる秋の練習にはたい

へん効果があり、うれしい限りです。また、今年
は、長年重くて運ぶのに苦労でありました演台を

買っていただいたり、サブトラックに懸案であり
ました時計をつけていだだけるようになり、私た
ちの要望が１つ１つ実現してたいへん有難く思い
ます。これからも皆様方の要望が実現しますよう
働きかけて行きたいと思っています。
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県縦断駅伝に優勝しだ長野市チームは、１１月１８い間歓談して下さいました。
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その後、日頃お世話になっている堀体育課長、山本

体育協会専務理事に、駅伝チームが日頃良い環境の中

で走れるように、要望事項等を監督と選手から出して

もらい、来年につながるようお願いしました。

▼鴬漂市長よりお祝金をいただく高野主将

霊＆

第５２回長野県縦断駅伝が終

常勝上伊那（４位）の姿が小さ

した。

長野市と常に優勝争いをして

が１度もトップに立てない大会

ませんでしだ。その不調にたい

長野市の今大会の勝因は、企

及ばなくなって、どのチームも
ムになってきているからだと思

私は、第１２回（１９６３年

第３１回（１９８２年）から監
３３．４５．４６．４９回と６

ましだ。自分の陸上経歴２０年

の節目の歳に夢に見た初優勝が

も南信地区から初めて優勝旗を

り、北信地区の他チームの関係
志んの祝福のお言葉を戴きまし

◆第１回目◆

選手が気持ち良く練習できる環境作りの実現

▼第３２回県縦断駅伝競走大会（長野～飯田）初優勝長野市チームＳ５８．１１．１２～１３

房
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キをつなぎ、この日初めて長野市が先頭を奪いました。

９区でふだたび逆転されましだが、１１区徳武が区

間新の走りで全諏訪を再逆転、初日の優勝を飾りまし

た。

２日目も、選手１人１人が実力を十分に発揮し、

１４区横谷、１５区中村好の連続区間賞の好走でトッ

プに立ち、その後も先頭を譲ることなく、２年振り、

７回目の優勝を成し遂げることができました。

今後はこの優勝を自信にして、選手１人１人がより

レベルアップを計り、強いチームを作って行きたいと

思います。

この場をお借りして、私だちを心から支援して下さ

つだ皆様に感謝申し上げますと共に引き続きご指導の

程、よろしくお願いいたします。が、
劃

鼠型＝雪鵠＝堂＝望一一竪至毒～趣

駅伝へのご支援、ご協力ありがとうございまし
'i蕊寒霜鑑識一＝雨…一一塁肇舞毒頚…扇＝－詫睡＝管
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第52回長野県縦断駅伝大会を振り返って｜
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長野市陸上競技協会会長伊藤利博

古津久四郎依田良春高橋恒和依田邦夫

小口正行山本晴雄西片功大竹義雄中村市治

藤本勝彦臼田昭次伊藤利博北原勲柴津英男

浦野義忠古田新造鈴木文雄平出勲寺島大士

中津次生横谷責美江碓井真早川幸早川千吉郎

小島君夫三保俊彦土川国人竹内万祐相沢隆雄

北島正孝小林靖雄矢野清隆戸谷直喜

中央館清水屋旅館㈱長野スター商会記念館

東急観光長野支店㈱アイワ記章モトヤスポーツ
㈱中屋スポーツホテル信濃路奥アンツーカ㈱

尾崎商事㈱柳平幸男長野ホテル犀北館㈲新陽堂
以上

宮垂匂
監督田中哲広
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去る１１月１５日１６日の両日、第５２回長野県縦

断駅伝競走大会が晴天の中、行われました。郷土の期

待を背に、１５チームが参加、１５日午前８時３０分、

信濃毎日新聞本社前を号砲の音とともにスタートしま

した。

わが長野市チームは、当初予定していた選手が怪我

のため出場できなくなり、選手の入れ替えを余儀なく

されましだ。

急逢２日目のアンカー高野が、初日の１区を走りま

しだが、ベテランらしい粘りで、区間３位という、後

に続く選手に勢いを与える素晴らしい走りでした。

２区ではいつだん６位に後退したものの、３区大久

保、４区土屋の国体代表コンビが活躍、７区前島の７

年振りとは思えぬ堂々とした走りで、８区上野へタス

〆

長野市駅伝部の監督、コーチ、選手たちの一生懸命

に頑張っている姿を見てきて、今年こそは資金面で何

か支援しなければという気持ちで、理事長を中心とし

て企業、会員の皆様方にお願いして参りました。

その結果、多くの皆様方より暖かいご協力のご支援

をいただき、感謝の気持ちで一杯です。ほんとうにあ

りがとうございました。

私だちの気持ちが選手たちに通じだのか、圧倒的な

強さで優勝することができましだ。この場をお借りし

まして、お礼申し上げます。

ご支援いただいた方々のご氏名及び企業名を掲載さ

せていただきます。順不動敬称略

『

本校陸上部は昭和３４年、開校の年に創部され

た４５年の歴史を持つクラブです。

創部当時はグランドもまだ整備されておらず、

桑の木の根株を掘り起こし、グランドをつくるこ

とから始まったと聞きます。

そうしてできたグランドの片隅にトラックを引

き、野球部、サッカー部等と共有で練習をしてい
ました。

そんな中から昭和５０年、円盤投げで国体、イ

ンターハイを制した上月正彦君をはじめ、多くの

優れだアスリートたちが育っていきました。

現在の陸上部は、部員数も毎年６０名を越え、

東和田の市営陸上競技場をお借りして、日々の練

習に励んでおります。

「克己心」をモットーに、常に向上心も持ち、

自ら進んで刻苦、努力し、記録と人間性の向上を

目指すことを活動目標としています。

陸上競技は、個人競技と言われます。（確かに

最終的にはそうなのですが。）しかし、日大高校

陸上部では、団体競技だと考えています。チーム

メイトが競い合いながら汗を流し、支え合いなが

ら成長していく、それが理想です。

幸いにも、ここ数年、北信・県大会の学校対抗

で好成績を残すことができ、インターハイ等の全

国レベルの大会にも出場させていただいておりま
す。

選手個々のレベルにおいては、まだまだ未熟な

面が多々ありますが、自分たちを支えてくださる

陸協の先生方、競技場の方々、そして父母の皆様
の期待に少しでも応じられるよう、感謝の気持ち

を抱きつつ精進して参りたいと思います。

最後に、去る１１月１日に行われた県高校駅伝

競技大会において、女子チームが祈願の初優勝を

果だすことができました。都大路では県代表とし

て力一杯の走りをしてきたいと思います。

文貴碓井真
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験したことがないようなアクシデントが続いた中での
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第52回長野県縦断駅伝大会を振り返って主将高野和彦
大学・実業団と９年間『走ること』にどっぷり漬か大会も、監督をはじめ、選手の体調・性格をしつかり

っていた私が、帰郷したのが６年前。現役で走れるう把握できていだこと、選手との関係が良く急な区間変

ちに、長野に戻って役に立ちたいと考えていたことが更も快く引き受けてくれ、またそれに応えられる練習

実現したことと、９年ぶりに帰っても皆がとても暖かを個人、個人の意志で出来ていたことが優勝につなが

く迎えてくれたことが嬉しかったことを昨日のようにっだと確信しています。

思い出します。「楽しい中にも厳しさを！」これが長野市駅伝部

長野市駅伝部の仲の良さ、雰囲気の良さは昔から抜に昔から脈々と受け継がれている力だと感じています。

群で、「コミュニケーション」という面ではどんなチ最後に、私は、自分が指導していただいてきたよう

一ムにも負けないチームです。今回の第５２回長野県に、若い選手たちに「勝つ喜び」と、「その為には何

縦断駅伝は、そんな良い面がフルに出たレースだったをしなければならないのか」を伝えていくこと、より

と考えております。走ることに集中できる環境作りをしていくこと、そし

レース１週間前に主力選手が怪我、４日前にはエンて、素晴らしい選手を育成する一翼を担えるように、

トリ一していた高校生が使えなくなるなど、今まで経これからもできる限り頑張りたいと思います。
、
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